






















表現形式を視点に「ヱセーJ の変澄を追うならば， rエセーj が現在の姿に
なるまでの過程に鑑みて， 1588年以後の加筆訂正はしばらく除き，第一巻と第
二巻については 1580作~m~の「エセ-J ，第三巻については 1588年版の「エセーj
に拠るのが，変遷の段階を明確にする卜.で適宜である. 1580if-H反「エセーJ zn 
一巻，第二巻の随想と， 1588年版「エセー」第三巻の随想の fill には，内特，形
式，いずれにおいても，一流して明らかな相違がある.さらに， 1580年版[エ
セーj についても， P. Villey の年代決定に従えば， 215一巻，第二巻の各章は，
1572イvから 1573 1r頃古かれたと Hf~定されるグループと， 1577if頃から 1580~q:-に
書かれたと推定されるクツレーフ。にわかれ，執築主|三代lζ明瞭な二IL'(JVJ の区別が存
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在する 11. とうして1572年頃の執筆開始時から， 1588年第三巻発刊に至るまで
の推移発展を，仮に三段階にわける乙とができる.
乙の小論は， J二述の展望のもとに，最も初期の随想を対象としている. 1580 
年版ー，二巻中の随想、を比較する n寺，モンテーニュの個性の生き生きとした姿












書:と並行していたととは容易に想像できる. ~J'y estois a cet'heure sur ce 
passage ou Plutarque dict de soy mesmes, que... ~ (II-IV, p.36-80, 
p. 364-V. et 8.)2) の如く，ある時は，彼の言葉がそのまま読書との密接な関係
を告げている.との事実は，しかしながら，初期の「エセーJ の著作が読書と
性格の変らないものであったのではなく，逆に読書とは違った意味を与えられ









イプのそれぞれの特i~!~ が， ["エセー J を書く乙との意味を暗示している.
I-XLIX ["昔の習慣についてJ は， 習慣を論じている冒頭の短い論を除いて
は，すべて色々な習慣の事例の列挙に占められている章であるが，その列挙に
先だってモンテーニュは次の様に言っている.
Je veus icy entasser aucunes coustumes anciennes que j'ay en 
memoire, les unes de mesme les nostres, les autres differentes: afin 
qu'ayant en l'imagination c騁e continuelle variation des choses 
humaines, nous en ayons le jugement plus esclaircy et plus ferme. 




ちなみに， ["絶えず変化する不定性J と「不統一な多様性J は， モンテーニュ








議ではない. 事例の収集， 列挙は， 乙の様な感情と一体となって， 思索のた
めの重要な基本段階となっている. まず， 収集，列挙によって， I同じものJ
(<les unes de mesme les nostres~) と「違うものJ (<les autres 
differen tes> )の判別が可能になって来る.乙の判別は，人間の世界の事柄す






; etquiconque s'estudie bien attentifvement trouve en soy, voire et 
en son juge111ent meS111e, cette volubilit? et discordance. Je n'ay rien 
な dire de moy, entierement , simplement , et solidement , sans conｭ
fusion et sans meslange , ny en un 111ot. “ Distinguo" est le plus 
universel membre de ma logique. 
(I -1, p.8, t.II -M. et J. , p.335-V. et S.)3) 
つづ、いて， llJ別という行為は， r絶えざる変化J (<c騁e continuelle variaｭ
tion> ) を自覚させ， rさらに明11京で強|司な~I'IJljUTJ (<:tle jugement plus 
esclaircy et plus ferl11e~) を可能にする.モンテーニプーにあって，判別は，
抽象，単純化，統一へ向うためではなし直接「多様性J を意識することにつ
ながる. rさらに明瞭で強悶な判断J を得るためには， 抽象と統合が!必要とさ
れるのではなく， r海i屯とした多様性j と感じられた対象が， 判別によって，
11品月!Jされた多本!ztl:Jと意識されることが必要なのである.事例の収集，羅列
にすぎない姿の山ーのタイプの随想は，仔細に分析すれば， rエセ -J の著作
を手段とした，まさにこの様な努力を表わしている.たとえば，事官IJの列挙が
夫、l 照と比較による r"l'-IJ別J の附成となっている草(例: I-Xill) , 直接引用
している借り物の忠、だ!と事例の列挙も，相反する意見を組として並べ，彼自身
がllJ I~:)rをくだすに先だって，区別しながら秤にかけている姿のな(例: JI -J[) , 
本をhl加えする小論と事例の五つの fill分が，各部分をつなぐ ~Toutes-fois~ ，
イSi est-ce que> , <Et de 1 es11 e:> , <Pour en dire le vray;> の詩句
の連続にそのまま表われている献に， ï~ífの部分を否定しながら展開してゆく
(ただし， <{:Et de mesme>の宵定の部分ーケ所) r多様性j を確かめる構成
の八'i: (1 -XII) など，最も己J14:11|サな， 1同七t:の彩りの乏しい市にも，モンテーニ
コが，基本的感情の li1で，明瞭で強同な判mrへ向いつつある姿がうかがわれる
のである.






エ j は，その対象や方法 l乙変iEはあるとしても，終始変らぬモンテーニ立の姿
勢である.明瞭で，強同で，さらに柔軟な「エセイエ」を準備する判別の努力
が， 上記の様な基本的感情に由来していた様に， rエセイエ」の意識は， モン
テーニュの基本I:I/~感情，ひいては人間観，自然観とー休となって生れている.
次の言葉には，乙の密接なつながりが十分に読みとれるであろう.
Et si n'entreprans pas de les (subjects) traiter e1'ltiers et r? 1011s de 
cuve. De mille visages qu'ils 01t chacu1Z, j'en prens celuy qu'il me 
plaist ; jeles saisis volontiers par quelque lustre extraordinaire : 
(I-L, p .461-80, p.302-V. et S.) 
さらに，尚ボノレドー市j阪の文章参照
Et ne desseigne jamais de les (subjects) produire entiers. Car je ne 
voy le tout de rz'en ,' N e jont ραs， ceux qui promette1'lt de 1WUS le 1 aire 
veoir. De cent membres et visages qu'a chaque chose, j'en prens un 
tantost ?lecber seulement, tantost ?effleurer ; et par fois ?pincer 
jusqu'? l'os. (I -L, p.302-V. et S.) 
A qui auroit prescrit et establi certaines loix et certaine police en 
sa teste, nous verrions tout par tout en sa vie reluire une equalit?
de meurs, un ordre, et une relation infallible des unes cboses aux 
autres. Le discours en seroit bien ais? ?faire : comme il se voit du 
jeune Caton , qui en a toucb? une marche a tout touch? ; c'est une 
harmonie de sons tres-accordans, qui ne se peut d駑entir: a nous au 
rebours , autant d'actions autant laut il de jugemens ραrticuUers. 
(I -1, p.4-80, p.334-V. et S.) 
モンテーニュが見ている人間や自然の事物は， ~mille visages> を持ち，






































され，その解答が直接事例の l十1/こ求められる. I-XXXIVの如く， í問題提起(あ
るいは仮定)一種々の事例を使って向'i1答J の構成が，その最も基礎的な段階を
示している. I-XXXIV では，巡命の働きを問題とし， í正義の働きの様相をと





事例を活別して推論の|泊りがちな抽象的な論弁を避け， í事実j に即して IÎ向を
運んでゆこうとする「エセイエj の表われである.
Voyla mes trois contes tres-veritables , que je trouve aussi plaisans 
et thragiques que ceux que nous forgeons a nostre poste pour donner 
plaisir au commun ; et nγétonne que ceux qui s'adonnent a cela, ne 
s'amusent de choisir plustost dix mille tres-belles histoires, qui se 
rencontrent dans les livres, ou ils auroient moins de peine , et 
apporteroient plus de ρlaisir etρrofit a autruy. Et qui en voudroit 
bastir un corρs entier et s'entretenant, il ne faudroit qu'il fournit du 
sien que la liaison, cornme la soudure d'un autre metal... 
(II-XXXV, p.583-p.584-80, p.749-V. et S.) 
ここでモンテーニュが勧めている作i弘形式は，我々が今問題とした彼自身の作
品の特徴にあたり，モンテーニュが方法論的な I~I覚を山っていたことがわかる.





を鴎路するものも可)J.えある. しかし， 事例を列挙することが <{continuelle
variation des choses humaines;>を思い浮べることであるとする先の言葉や，
この例の語調からも察せられる様に，モンテーニュにとって，読書で出会う事
例は， 11 年 |ljjiiAj ， ZE|目的にJ広げられた，経験的な事失なのである.
第三のタイプは，推論の展開としては第二のタイプと違った形式をとっては
いないが， rエセイエ J をさらに尖り多く効果的にする別の方法が展開の過程
に表われている.第三のタイプの「エセイエJ においては，モンテーニュの解
釈，意児のほかに，古人のJUJEを借m しながら，事例をつなぐ糸とする.たと






Aux exemples se pourront proprement assortir tous les plus proｭ
fitables discours de la philosophie , ?laquelle se doivent toucher les 
actions hUl11aines COl11l11e ?leur reigle. 
(I-XXVI, p.209-80, p.158-V. et S.) 
子供の教育について，モンテーニュが重要な教育科目と評価する哲学の教育方
法についてのべている言葉ではあるが，この方法は，今指摘したモンテーニュ
の修業期の;厄法をまさに指している.古人のくdiscours de la philosophie> 
と読者:から得た <exemples}>を，出来るだけうまく(<proprement> )組み
合わせる(<{assortir~ )練習は， すべて借物から成っていても，それはとり
もなおさず，哲学を人間の諸行為との関連の 11 1 に置くことであり，個々の判断






しに，我々のもとに宿り得る J (II-X, p.97-80) のであり，判断なしに宿って
いる学問と真理は，いつになっても現実と触れあうこともなく，我々の生きる
指針にはならない. <i{discours> と <{exemples> を組みあわす「エセイエJ
において，モンテーニュは，学問と真理を判断を働かしながら学んでいるので
ある.
Ce que je desrobe d'autruy, ce n'est pour le faire 111ien ; jene pretens 
icy nulle part. que celle de raisonner et de juger : ledemeurant n'est 
pas de 1110n rol1e. (II-X, p.96-80) 
との言葉は 1578fj~.頃書か才した市:にあるモンテーニュ自身の「エセー」論であ
る.しかしながら，先に明らかになった「エセー」の構成とその意味を念頭に


























っても， rエセイエ」の基本をなし， 事例 Olr尖)に即しながら諭を述んでゆ
くパターンは， 1580年)以前期第一グループ。の随想にあっては，まだぎこちなく
展開されているが，第三巻の様な個性的で軽妙な随想の展開を|付で支える重要
なパターンにつながってゆく. 一貫した「エセイエJ の努力が， rエセーJ の
性格の変化を三tみ， その変貌を特徴づけているのである. 自己抽i'jl~がやがて
「エセー」の顕著な特色になってゆくとしても， r自己J は単に作品の主題で
あるというより， rエセイエ」の重要な女す象として作品の 11:1 心になっている.
Mais quel que je me face connoitre, pourveu que je me face connoitre 
tel que je suis, je fay 1110n effect. Et si ne m'excuse pas d'oser 
l11ettre par escrit des propos si ineptes et frivoles que ceux icy. La 
bassesse du suject , qui est moy, n'en peut souffrir de plus pleins et 
solides. Et au demeurant c'est un'humeur nouvelle et fantastique qui 
me presse , il la faut laisser courir. Tant y a que sans l'advertisseｭ
ment d'autruy je voy assez ce peu que tout cecy vaut et poise, et 
la hardiesse et temerit? de 1110n dessein. C'est assez que 11wn jugement 
ne se def ferre ρoint ， duquel ce so11,t icy les essais. 
(II-XVII, p.456-80, p.653-V. et S.) 
そしてそれは，モンテーニュが， rエセイエ j を通して， 最も実り多い成果を
もたらす[エセイエ J の対象として， I自我j を発見した結果;である.
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Or mes opinions , je les trouve infiniment hardies et constantes a 
condamner 1110n inssufisance. De vray c'est aussi un subject auquel 
j' exerce nzon jugernσnt autant qu' ?nul αutre. Le monde regarde toujours 
vis ?vis, nzoy je renverse ma veuë αu dedans , je la plante , je l'amuse 
la. (II-XVII, p .463-80, p.657-V. et S.) 
「エセイエ j の方法的な努力が，モンテーニュの判1mや思想を成長させてゆく
と同時に「エセイエ」の性格自体の変化を導き， rエセイエ j の対象と「エセ
イエ J を実現する作品形式を変化させてゆくのである.
}王
1) P. Vi11ey の各章の執筆時期推測については ， <{Les Sources et I'Evolution des 
Essais de Montaigne'P TOME 1. あるいは LES ESSAIS DE M ICHEL DE 
MONTAIGNE , 馘ition par P. Vil1ey , r駟mprim馥 sous 1a direction et avec une 
pr馭ace de V.-L. Sau1nier (P.U.F.) 参H札
2) JI -IVは「エセー」第二巻第四章の意， p.36-80 は， 1580年HJi IエセーJ(ESSAIS
DE MESSIRE MICHEL SEIGNEVR DE lYIONTAIGNE , A BOVRDEAVS. M.D. 
LXXX.) によれば， 36ページにあることを示す.本論は1580年版の「エセー」の姿を対
象とし，ボノレドー市)阪に拠る現在の「エセー」とは違ってい斗箇所も少くないが，参考
の為， p. 364-V. et S. の如く，註1) 中の「エヒー」のページを付記する.以下同様の表
記法をとる.
3) M. et J. は ， LES ESSAIS DE MONTAIGNE , publi白 d'après 1'馘ition 
de 1588 par H. Motheau et D. Jouaust の J 1liに拠ることを示す.
4) モンテーニュが表題「エ七一」を決め， Iエセイエ」の意識を持つに至った時期
の問題がある. P. Villey は， 引退 (1571年 2 月)後程なくか1572年頃に書かれたと推
定される 1 -\111の註釈(註 1 1:.j:1の「エ七一」の各章註釈参照，以下同様)では，当章及
び周凶の同11~:)切のヰ lこは，表j泣「エセー」が考えられた印はないと解説している. しか
し一方では， P. Villey の方法では年代決定が不確実ではあるが， -，訪問第一クソレーブに












(M. 43. 天J~l大学 niWmli)
